
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント 

国語

まずは・・・ 

文章を読む目的を確認し、どのような

語や文に着目するとよいか指導します。 

 

 

 

 

 

（例） 主人公の人柄を想像するため 

に読む 

⇒ 会話や行動の描写に着目 

（例） 文章の構成や表現の効果につ 

いて考えをもつために読む 

⇒ 文章の構成や表現に着目 

文章を読んで考えたことを説明する場面で、 

根拠を明確にして説明できる 

ようにするにはどう指導すればいいのかな。 

 

 

-１- 

 

 

次に・・・ 

着目した語や文と自分の考えを 

結び付けて説明するように指導します。 
 
【発問例】着目した語や文からどのようなことが

分かったか、説明してみましょう。 

【発問例】（・・・という目的）のためには、どのよう

な語や文に着目して読むとよいですか？ 

 
 

 

 

 

 

 



◆文章を読む目的を確認し、着目する語や文を指導します。 

〔ここでの発問〕 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 

学年 第３学年 

教材名 三年とうげ 

本時の位置 ３／６時 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 

 

その他，連した指導について 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

し
ば
ら
く
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
う
な
ず
き
ま
し
た
。

「
う
ん
、
な
る
ほ
ど
、
な
る
ほ
ど
。
」

こ
ろ
こ
ろ
こ
ろ
り
ん

け
ろ
け
ろ
け
ろ
っ
と
し
た
顔

ふ
と
ん
に
も
ぐ
り
こ
み

き
っ
か
け
（
出
来
事
）
①

ト
ル
ト
リ

「
お
い
ら
の
言
う
と
お
り
に
す
れ
ば
、
き
っ
と
な
お
る
よ
。
」

ふ
と
ん
か
ら
は
ね
起
き
る
と

入
り

も
う
わ
し
は
だ
め
じ
ゃ
。
な
ん
で
あ
ん
な
に
き
を

つ
け
た
の
に
転
ん
で
し
ま
っ
た
ん
だ
ろ
う
。

起
き
る
と

ふ
と
ん
か
ら
顔
を
出
し
ま
し
た

き
っ
か
け
（
出
来
事
）
②

ト
ル
ト
リ

「
な
お
る
と
も
。
三
年
と
う
げ
で
、
も
う
一
度
転
ぶ
ん
だ
よ
。
」

た
し
か
に
そ
う
だ
。
い
い
ア
イ
デ
ア
を
聞
い
た
ぞ
。
わ
ざ

と
た
く
さ
ん
転
ん
で
、
じ
ゅ
み
ょ
う
を
の
ば
す
ぞ
。

な
っ
と
く
し
て
、
す
ぐ
に
や
っ
て

み
よ
う
と
し
て
い
る
。

・
自
分
の
体
を
か
く
し
、
守
ろ
う
と
し
て
い
る
。

・
シ
ョ
ッ
ク
で
ふ
と
ん
か
ら
出
よ
う
と
し
な
い
。

・
シ
ョ
ッ
ク
で
ふ
と
ん
か
ら

出
よ
う
と
し
な
か
っ
た
け
れ

ど
、
ト
ル
ト
リ
の
言
葉
に
、

思
わ
ず
お
ど
ろ
い
た
。

こ
れ
で
、
長
生
き
で
き
る
ぞ
。

よ
か
っ
た
よ
か
っ
た
。

・
転
ぶ
の
を
楽
し
ん
で
い
る
。

・
す
っ
か
り
安
心
し
た
。

お
じ
い
さ
ん
の
行
動
・
会
話

◆着目した語や文と自分の考えを結び付けて説明するように指導します。 
〔ここでの発問〕 

 

 

本時の目標 
「ふとんにもぐりこみ」「ふとんからはね起きる」などの行動や様子を表す言葉に着目して、登場

人物の気持ちの変化を具体的に想像することができる。 

-２- 

 

★「根拠を明確にする」指導ポイント★ 
                          

 

 

 

 

 

 

 

・文章を読む目的を確認しましょう。 

・着目した語や文と考えをつなげて 

 説明するよう指導しましょう。 

「発問」によって思考を焦点化しましょう！ 
【学習活動】 
１ 前時の学習内容を振り
返り、本時の課題を確
認する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 課題に対する自分の考
えをまとめ、交流する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
３ もう一度、考えを書き
直したり加えたりする。 

 
４ 本時のまとめをする。 

おじいさんの行動や
出来事に着目して、気
持ちがどのように変
わっていったのかを
考えよう。 

 

「ふとんにもぐりこみ」ぶ
るぶる震えていたおじい
さんが、話の最後には三
年とうげに行って「わざ
とひっくり返り」転んだと
いう部分が面白いです。 

 

物語の面白さを見つけるためには、おじいさんの行動や様子の
「変化」に着目するとよさそうですね。そのために、会話や行動、
様子の変化がわかる語や文を見つけましょう。 
 
 

 

 

 

「ふとんにもぐりこみ」と
いう言葉から、それくらい
転んだことがショックだっ
たおじいさんなのに、トル
トリの言葉をきっかけに、
ふとんからはね起きて、わ
ざと転んでみようという気
持ちに変化したところが
面白いです。 
最後に「けろけろけろっと
した顔」と書いてあって、
元気になったことを表す
言葉も面白いと思います。 

 
あなたが面白いと考えたところを、おじいさんの行動や様子を表す語や
文を結び付けて、黒板の矢印を参考にしながら話してみましょう。  

 

 

「板書」によって思考を整理しましょう！ 

考え 

課

題 

考え 

 

根拠（おじいさんの行動） 

根拠 

考え 

根拠（おじいさんの行動） 

2つの考えを比べる＝変化 

根拠（おじいさんの行動） 

「変化」を捉える

にはどの語とど

の語を選んで

比べればよい

ですか？ 

 

 

 

文章を読み、自分の考えを根拠を
もとに説明する上で、その根拠を文
章の中から適切に選ぶ必要があり
ます。 
そのためには、文章を読む目的を

確認し、どのような語や文に着目し
て読むとよいかを指導します。 

 

※板書例 

単元の目標にもある、物語の「面白いところ」はどんなところでし
たか？ 
 
 

 

 



 

 
 
 
 

学年 第３学年 

教材名 三年とうげ 

 

１ 単元の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 単元の評価規準 ※省略 

  

３ 指導と評価の計画（全６時間）      〇・・・指導に生かす評価  ●・・・記録に残す評価 
時間 主な学習活動・内容 知 思 態 評価規準 

１ 

・これまでに読んだり聞いたりした民話や
昔話について伝え合う。 

・自分の紹介したい民話や昔話を選び、紹
介カードの作成に向けた学習の見通しを
もつ。 

〇
⑶
オ 

  

・幅広く読書に親しみ、読書が、必要な
知識や情報を得ることに役立つこと
に気付いている。 

・登場人物やあらすじなど、物語の内容
をおおまかに捉えるとともに、お気に
入りの民話や昔話を選び、友達に紹介
するための学習計画を立てている。 
        

２ 
・「三年とうげの言い伝え」「登場人物」「出
来事」に着目して内容を捉える。 

・自分の選んだ民話や昔話を読み進める。 
 

〇 
C 
エ 

 
・三年とうげの言い伝え、登場人物の行
動や気持ち、出来事に着目して、物語
の内容を捉えている。 

３ 
 

本時 
 

・出来事や登場人物の言動、言葉の使われ
方、文の調子に着目して、登場人物の気
持ちの変化を具体的に想像できる。 

・自分の選んだ民話や昔話を読み進める。 

 
●
C
エ 

● 

・「ふとんにもぐり込み」「ふとんからは
ね起き」などの言葉に着目し、おじい
さんの気持ちの変化を具体的に想像
している。      

・進んで出来事や登場人物の言動、言葉
の使われ方、文の調子に着目して文章
を読み、これまで学習したことを生か
して登場人物の気持ちの変化を具体的
に想像しようとしている。 

４ 
・「三年とうげ」のおもしろいと感じた部分
を伝え合う。 

・自分の選んだ民話や昔話を読み進める。 
 

● 
C 
オ 

 

・物語の組み立てやおじいさんの変化、
木のかげから聞こえてきた不思議な
歌など、おもしろいと感じた部分とそ
の理由について自分の考えを伝え合
っている。 

５ 
・出来事、登場人物の言動、言葉の使われ
方、文の調子に着目して、自分の選んだ
民話や昔話のおもしろさをまとめる。 

● 
⑵
イ 

〇
C
オ 

 

・引用の仕方について理解している。 
・「登場人物や大きな出来事」「言葉の使
われ方」など、おもしろいと感じたと
ころと、その理由を入れながら、自分
の選んだ本の紹介カードを書きまと
めている。      

６ 

・自分の選んだ民話や昔話の紹介カードを
読み合い、気付いたことや感想をまとめ
る。 

・単元のまとめをする。 

●
⑶
オ 

  

・紹介カードを読み合い、仲間の選んだ
様々な民話に触れることで、読書の幅
を広げるとともに、読書が自分の世界
を広げることにつながることに気付
いている。    

〇指導に生かす評価…目標の達成のために、個の学習状況を把握 
し、必要な指導・支援を行うための評価 

●記録に残す評価‥‥目標の達成状況が適切に見取れる場面で、 
全員分の記録を残し、評定に用いる評価 

・引用の仕方を理解し使うことができる。                  〔知識及び技能〕⑵イ 
・幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知識や情報を得ることに役立つことに気付くことができる。   
                                     〔知識及び技能〕⑶オ 
・登場人物の気持ちの変化について、場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像することができる。                                
                              〔思考力、判断力、表現力等〕C⑴エ 
・文章を読んで理解したことに基づいて、感想や考えをもつことができる。 
                              〔思考力、判断力、表現力等〕C⑴オ 
・言葉がもつよさに気付くとともに、幅広く読書をし、国語を大切にして、思いや考えを伝え合おうとす
る。                              「学びに向かう力、人間性等」 

-３- 

登場人物の行動や気持ちをとらえて、

えらんだ民話をしょうかいしよう。 

 



 

 
 
 
 

学年 第４学年 

教材名 ごんぎつね 

本時の位置 ６／８時 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

その他，関連した指導について 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆文章を読む目的を確認し、着目する語や文を指導します。 
〔ここでの発問〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆着目した語や文と自分の考えを結び付けて説明するように指導します。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
〔ここでの発問〕 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

-４- 

本時の目標 

ごんと兵十の様子を表す言葉に着目することで、気持ちの変化やすれ違いに気付き、最後の一文が死をもって

でしか通じあえなかった深い悲しみを強調していることを読み取ることができる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇〇 

 

 

 

・文章を読む目的を確認しましょう。 

・着目した語や文と考えをつなげて 

 説明するよう指導しましょう。 

【学習活動】 
１ 前時の学習内容を振り
返り、本時の課題を確認
する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 課題に対する自分の考
えをまとめ、交流する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ もう一度、考えを書き
直したり加えたりする。 

 
 
４ 本時のまとめをする。 
 

ごんが兵十にうたれてし

まう場面でのごんと兵十

の気持ちを読み取ろう。 

この単元では物語の結末についての感想を書くために、登場人物の心情が大
きく変化した場面を読み、考えをまとめてきましたね。 
前の時間はどのような言葉に着目して読みましたか？ 

ごんや兵十の会話や行
動、周りの様子を表す言
葉にも着目しました。 

 

 

 

辞書を引いたら「取り落と

す」は、無意識で手から落

ちる様子だという意味だと

分かりました。「ばたり」と

つなげると、手に力が入ら

ず火縄銃を持っていられ

ないくらい、自分のしたこ

とを後悔しているというこ

とが分かるから、なんてこ

とをしてしまったんだと、自

分を責める気持ちがある

と考えました。 

 

            ★「根拠を明確にする」指導ポイント★ 
「着目した語や文」を根拠にして「考え」をもつには、次の手立てが有効です。 

着目した語や文をノート等に整理します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

根拠 

考え 

「取り落とす」と「落とす」とは違うのでしょうか？言葉の意味を辞書で調べた

り、別の言葉とつなげたりして考えると、より深く気持ちが想像できますね。      

 

※板書例 

「発問」によって思考を焦点化しましょう！ 

「板書」によって思考を整理しましょう！ 

【手立て(例)】 

・動作で表して  

・挿絵とつなげて 

・似た経験と比べて 

・辞書の意味を付け加えて  

・似た言葉に置き換えて 

・別の言葉を加えて 

 



 

 
 
 
 

学年 第 4学年 

教材名 ごんぎつね 

 

１ 単元の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 単元の評価規準 ※省略 

 

３ 指導と評価の計画（全８時間）     〇・・・指導に生かす評価  ●・・・記録に残す評価 
時間 主な学習活動・内容 知 思 態 評価規準 

１ 
 

2 
 

3 

・学習のねらいや進め方を捉え、学習の見
通しをもつ。 

・本文を読み、内容の大体を捉える。 
・初発の感想を書き、読み合う。 
・学習課題を確認する。 
 
 
  

 
〇 
⑴ 
オ 

  

・場面の様子や登場人物の言動、気持ち  
 や様子などを表す言葉を取り上げ、言 
 葉の意味を調べたり他の言葉と比較 
 したりして分かったことをノートに 
 記述し、語彙を豊かにしている。 
 

4 

・ごんや兵十の気持ちが大きく変化した
場面はどこかについて考える。 

 
ごんがつぐないを始める場面 
ごんが兵十にうたれてしまう場面 

 

 
〇 
C
エ 

 

・ごんと兵十の様子や行動、気持ちのが
大きく変化した場面について具体的
な叙述を根拠にしながら考えている。 

 

5 

・うなぎのいたずらへのつぐないを始め
るごんと兵十の様子や行動、気持ちを
想像する。（3 場面） 

 

 
●
⑴ 
オ 

 
〇 
C
エ 

 

・場面の様子や登場人物の言動、気持ち  
 や様子などを表す言葉を取り上げそ
れらを比べたりつなげたりしながら
語句の量を増し、話したり書いたりし
て活用することを通して、語彙を豊か
にしている。 

・ごんと兵十の様子や行動、気持ちの変 
 化について、具体的な叙述を根拠にし 
 ながら想像している。    

6 
 

本時 

・ごんが兵十に撃たれてしまう場面のご
んと兵十の気持ちの変化を考える。 

（6場面） 
・最後の一文（情景描写）の効果について、
仲間と考えを交流する。 

 
〇
⑴ 
オ 

 
● 
C
エ 

 

・ごんと兵十の様子や行動、気持ちの変 
 化を場面の移り変わりと結び付けて 
 具体的に想像し、理由を明確にしなが 
 ら考えている。     

７ 
・ 
8 

・初発の感想を振り返り、比較しながら、
物語の結末について感じたこととその
ように感じた書きぶりを取り上げ、考
えたことを文章にまとめる。 

 
・仲間と感想を交流し、感じたことを伝え
合う。 

・単元のまとめをする。 

 

 
● 
C
オ 

● 

・呼称の変化や情景描写等の表現を根 
 拠に、物語の結末について、書きぶり 
 を取り上げたり自己と比較したりし 
 て、感想や考えをノートにまとめてい  
 る。           
・進んで物語の結末について感じたこ
とや考えたことをまとめ、学習したこ
とを生かして仲間に伝えようとして
いる。  

 

〇指導に生かす評価…目標の達成のために、個の学習状況を把握 
し、必要な指導・支援を行うための評価 

●記録に残す評価‥‥目標の達成状況が適切に見取れる場面で、 
全員分の記録を残し、評定に用いる評価 

・様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を増し、語彙を豊かにすることができる。 

〔知識及び技能〕⑴オ 

・登場人物の気持ちの変化について場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像することができる。                          

                                                          〔思考力、判断力、表現力等〕C⑴エ 

・文章を読んで理解したことに基づいて、感想や考えをもつことができる。 

〔思考力、判断力、表現力等〕C⑴オ 

・言葉がもつよさに気付くとともに、幅広く読書をし、国語を大切にして、思いや考えを伝え合おうと 

する。                            「学びに向かう力、人間性等」 

-５- 

ごんと兵十の気持ちの変化を捉え、物
語の結末についての感想を文章にまと
めよう。 

 



 

 
 

 
 

学年 第１学年 

教材名 二十歳になった日 

本時の位置 ３・４／４時 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

その他，関連した指導について 
 

 
 

 
 

 

 

 

（教委止め） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（教委止め） 

 

 

 

 

 
 根拠を明確にして自分の考えをもつためには、文

章を読む目的を確認し、着目した語や文と、自分の

考えとを結び付けて説明するように指導します。 

 

【学習活動】 
１ 前時の学習内容を振り
返り、本時の課題を確
認する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 課題に対する自分の考
えをまとめ、交流する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
３ もう一度、考えを書き
直したり加えたりする。 

 
 
４ 単元の学習を振り返り、 
随筆を書くときに生か 
したいことなどを整理 
する。 

筆者が「二十歳になっ
た日」に感じたことや考
えたことを伝えるため
にしている、構成や表
現の工夫とその効果を
考えよう。 

◆文章を読む目的を確認し、着目する語や文を指導します。 
〔ここでの発問〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆着目した語や文と自分の考えを結び付けて説明するように指導します。 

 

 

-６- 

「発問」によって思考を焦点化しましょう！ 

            ★「根拠を明確にする」指導ポイント★ 
考えと根拠がつながっているということに加え、それらがどのようにつなが

るのかを説明するよう問い返します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の目標 
筆者の思いや考えがどのように書かれているかに着目し、本文中の具体的な記述を挙げながら、構成

や表現の効果について考えることができる。 
 

 

根拠 考え 

〔ここでの発問〕 
 

【理由付けの発問（例）】 
・着目した語や文から、なぜそのよ 
うに考えたのですか？  
・着目した語や文とあなたの考えは 
どのようにつながっていますか？ 

 
 

 

 

・文章を読む目的を確認しましょう。 

・着目した語や文と考えをつなげて 

 説明するよう指導しましょう。 

「板書」によって思考を整理しましょう！ 

例えば、「ひとり」という
語が 7 回繰り返されて
いるという工夫がありま
す。 

今日は、筆者が感じたことや考えたことを伝えるためにしている、構成や表現の
工夫とその効果を考えましょう。本文には、どのような表現の工夫がされていま
すか？その効果を考えながら、もう一度文章全体を読んでいきましょう。 

 

※板書例（一部） 

 
着目した「ひとり」という語から、「決意が強調される効果」と考えたの
は、なぜですか？ 

 

「ひとり」という語は、本文
の中で 7 回繰り返されて
いることから、それだけ強
調したいといえます。 
さらに、前の時間の学習
で学んだ筆者の思いや考
えとつなげると、「自分の
力で生きていく」という決
意が強調される効果があ
ると考えました。 

理由付け 

 



 

 
 
 
 

学年 第１学年 

教材名 二十歳になった日 

 

１ 単元の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 単元の評価規準 ※省略  

 

３ 指導と評価の計画（全４時間）     〇・・・指導に生かす評価  ●・・・記録に残す評価 

時間 主な学習活動・内容 知 思 態 評価規準 

１ 

・「随筆」の定義を確認する。 

・単元の目標を確認し、学習の見通し

をもつ。 

・作品を通読し、話の大体を捉える。 

・作品の構成を確認する。 

・印象に残った表現を見付け、その理

由を書く。 

 

 

 

 

〇

C

エ 

 

・「現在→過去の回想→現在」という構成に

なっていることを捉えるとともに、印象

に残った表現とその理由を考えている。 

 

２ 

・心情を表す語句や表現などに着目

し、筆者が「二十歳になった日」に

感じたことを挙げる。 

 

● 

⑴

ウ 

  

・心情を表す語句や表現に着目し、意味を

調べたり類義語と比較したりして、感じ

たことを言語化することで、語感を磨き

語彙を豊かにしている。 

 

３ 

・ 

４ 

 

 

本時 

 

・前時読み取った筆者の思いや考え

が、「どう書かれているか」に着目し

て、構成や表現の効果を考える。 

・各自が見つけた構成や表現とその効

果を語り合い、共有したり整理した

りする。 

・学習を振り返り、印象に残った表現

や随筆の特徴、随筆を書くときに生

かしたいことを整理する。 

・単元のまとめをする。 

 

●

C

エ 

● 

・具体的な記述を挙げながら、筆者の思い

や考えとつなげて、構成や表現の効果を

考えている。 

 

・進んで構成や表現とその効果について考

え、学習したことを生かして筆者のもの

の見方や感じ方を捉え、随筆を読み味わ

おうとしている。 

  

 

 

〇指導に生かす評価…目標の達成のために、個の学習状況を把握

し、必要な指導・支援を行うための評価 

●記録に残す評価‥‥目標の達成状況が適切に見取れる場面で、 

全員分の記録を残し、評定に用いる評価 

・事象や行為、心情を表す語句の量を増すとともに、語句の辞書的な意味と文脈上の意味との関係に注意 

して話や文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにすることができる。 

〔知識及び技能〕⑴ウ 

・文章の構成や展開、表現の効果について、根拠を明確にして考えることができる。                          

                              〔思考力、判断力、表現力等〕Ｃ⑴エ 

・言葉がもつ価値に気付くとともに、進んで読書をし、我が国の言語文化を大切にして、思いや考えを   

 伝え合おうとする。                       「学びに向かう力、人間性等」 

-７- 

筆者独自のものの見方や感じ方を
捉え、語感を磨きながら、随筆の構
成や表現の効果について考えよう。 

 


